
1

□ある　　□作成予定（　　年　月）　　□ない
⇒ある場合
1－1
□公開している　　□公開予定（　　　年　　月）　　□公開していない
1－2
□正規職員　　□非常勤職員・臨時職員（会計年度任用職員）　　□派遣職員

2

職員服務規定
□入っている　　□入れる予定（　　　年　　月）　　□入っていない
教職員服務規程
□入っている　　□入れる予定（　　　年　　月）　　□入っていない

3

□作っている　　□作成予定（　　　　年　　月）　　□作っていない

4

□入っている　　□入れる予定（　　　年　　月）　　□入っていない

5

□入っている　　□入れる予定（　　　年　　月）　　□入っていない

職員の相談窓口に職員以外の第三者（あるいは、第三者機関）がはいっていますか

相談受付以後の調査・救済のしくみに第三者（あるいは、第三者機関）が入っていますか

女性が暮らしやすいまち～女性の安全安心自治体調査

自治体名（　　　　　　　）担当（　　　   部　　　　　　　課　　　　氏名　       　　）

セクシュアル・ハラスメント防止指針がありますか
⇒ある場合
1－1　ホームページで公開していますか
1－2　指針の対象範囲は（複数回答可）

職員服務規定及び教職員服務規定にセクシュアル・ハラスメント禁止が明記されていますか。
（複数回答可）

職員向けのセクシュアル・ハラスメント防止・相談のパンフレット（冊子等）をつくっていますか

◆セクシュアル・ハラスメントについて

◇職員に対するセクシュアル・ハラスメント防止体制についてお聞きします。
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□初任者　　□専門職（各相談員）　　□管理職　　□特別職（職員）
□特別職（議員）　　□特別職（首長）

7

□実施している　　□実施する予定（　　　年　　月）　　□実施していない

８

□条例に記述している　　□計画に記述している　　□記述していない　　□条例がない

９

□実施している
具体的項目：
□講座　　□市民向け相談　　□啓発冊子配布（自治体独自のもの）
□啓発冊子配布（他機関作成のもの）　　□苦情処理　　□その他（　　　　　　　　　）
□実施していない

10

□実施している
具体的項目：
□講座　　□事業者向け相談　　□啓発冊子配布（自治体独自のもの）
□啓発冊子配布（他機関作成のもの）　　□苦情処理
□その他（　　　　　　　　　　　）
□実施していない

男女共同参画推進条例・計画にセクシュアル・ハラスメントをしてはならない旨記述しています
か。(複数回答可）

市民向けセクシュアル・ハラスメント防止の啓発活動を実施していますか。（複数テーマのひとつ
にセクシュアル・ハラスメントが入っているものも可）（複数回答可）

事業者向けセクシュアル・ハラスメント防止の啓発活動を実施していますか。（複数テーマのひと
つにセクシュアル・ハラスメントが入っているものも可）（複数回答可）

セクシュアル・ハラスメント防止研修についてお聞きします。受講対象者に☑又は■をつけてくだ
さい。（複数回答可）

◇市民に向けたセクシュアル・ハラスメント防止対策についてお聞きします

セクシュアル・ハラスメントについての職員への実態調査アンケートを実施していますか。（アン
ケートの項目としてセクハラが入っているのも可）
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□ある
（会議名：　　　　　　　　　）　　□ない
⇒ある場合の開催回数（2019年度）
□8回以上　　□3〜7回　　□1～2回　　□0回

12

職員向け
□被害者支援ガイドブック（対応マニュアル）を作成
□ガイドブックを関連担当者に配付　　□ガイドブックを全職員に配付
□関連担当者にＤＶ被害者対応研修を実施　　□全職員にＤＶに関する基礎研修を実施
□全職員にＤＶ被害者対応研修を実施
□その他：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

教職員向け
□被害者支援ガイドブック（対応マニュアル）を作成
□ガイドブックを関連担当者に配付　　□ガイドブックを全教職員に配付
□関連担当者にＤＶ被害者対応研修を実施　　□全教職員にＤＶに関する基礎研修を実施
□全教職員にＤＶ被害者対応研修を実施
□その他：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13

実施状況
□年１回以上DVに特化した研修を実施している
□研修の一部にDVのことを組み込んでいる
□今後実施していく予定（　　　年　　月～）　　□実施の予定なし

対象者（複数回答可）：
□相談員　　□保健師　　□民生・児童委員　　□主任児童委員　　□教員
□スクールカウンセラー　　□スクールソーシャルワーカー　　□保育士
□学童クラブ職員　　□児童館職員　　□その他（　　　　　　　　　　　　）

◇ＤＶ相談やＤＶ被害者支援についての庁内体制についてお聞きします

D V法第９条（被害者の保護のための関係機関の連携協力）のための会議体がありますか。ある場
合、会議の開催回数をお聞きします。

ＤＶと子ども虐待の関係を理解してもらうために、子どもと接する機会がある関係者（子ども家庭
支援センター相談員、赤ちゃん訪問の保健師など）に対し、ＤＶの研修を行っていますか。実施状
況と対象者を教えてください。

◆ＤＶ(ドメスティック・バイオレンス）について

ＤＶ被害者への支援においては相談対応や被害者支援の直接の担当部署だけでなく、住民票閲覧制
限や各種窓口での適切な支援など、全庁的に連携して被害者を支援する体制の構築が必要になりま
す。対応策についてお聞きします。　（複数回答可）
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雇用形態
□専門性を持つ正規職員　　□専門性を持った非正規職員　　□専門性を持たない正規職員
□委託事業者または指定管理者の正規職員　　□委託または指定管理者の非正規職員
勤続年数
□勤続３年以上：　　人　　□勤続３年未満：　　人　　　　（2020年3月時点）

15

□民間団体などで被害者支援経験がある、またはＤＶの研修を20時間以上受けている人が相談
員になっている。
□ＤＶ研修を年３回以上受けている　　□ＤＶ研修は年２回以下
□ＤＶ研修は実施していない　　□その他（　　　　　　　　　　　　　）

16

□活用している　　□作成予定（　　　　年　　月）　　□活用していない

17

□全員に説明している　　□必要だと思われる相談者には説明している
□聞かれたら説明している　　□説明していない

18

□全希望者に実施している　　□状況に応じて実施している　　□実施していない

◇被害者への対応についてお聞きします

婦人相談員のＤＶについての研修体制はどうなっていますか。

婦人相談員の雇用形態、勤続年数についてお聞きします。（複数回答可）

被害者が繰り返し被害について話すことは大きな負担です。関係機関連携のために、相談内容や希
望する支援内容を記入する共通のシートを活用していますか。

担当部署（配偶者暴力相談支援センターを含む）で、東京都の助成事業である「民間団体による連
携同行支援事業」について説明をしていますか。

一時保護時以外での場合で、例えば裁判所や弁護士事務所、役所の窓口、病院等への同行支援をし
ていますか。
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全中学校数（　　　校）
□実施している（実施校　　　　校）具体的な内容：（　　　　　　　　　　　　　）
□実施予定（　　　　年　　月）　（　　　　校）
□開催頻度について　　　　（例）毎年〇年生で毎年実施
（　　　　　　　　　　　　）
□実施していない

20

□中学校全校で配布　　□一部の中学（　）校で配布　　□配布していない

21

21－1担当部署名
（　　　　　　　　　　）
21－2
□体制が整っている（性暴力被害について専門知識のある担当者がいる）
□庁内の担当部署につないでいる
具体的な連携先：
　□男女共同参画センター　　□男女共同参画担当課
　□その他の部署：（具体的に：　　　　　　　　　）

□庁外の関係機関につなげている
具体的な連携先
　□性暴力救援センター・東京（SARC東京）　　□被害者支援都民センター
　□警察署　　□その他の機関（具体的に：　　　　　　　　　　　）

□性暴力の相談は受け入れていない

◇学校におけるＤＶ予防教育についてお聞きします

◆性暴力について

デートＤＶ予防のために、啓発冊子またはリーフレットを生徒に配布していますか。

◇性暴力被害者対応への庁内体制についてお聞きします

21－1犯罪被害者等支援の担当所管はどこですか。
21－2また、そこで性暴力被害の相談を受ける体制は整っていますか。（複数回答可）

デートＤＶ予防のために、公立（区立・市立）中学校で予防教育講座等（授業や出前講座等）を実
施していますか。実施校数と開催頻度を教えてください。



22

22－1　手引き　□ある　　□なし

⇒ある場合
22－2　□ある　　□なし　　22－3　□ある　　□なし

23 

□周知している　　□周知していない
方法：
　□ホームページで周知　　□パンフレットなどで周知　　□関係窓口から説明
　□その他（具体的に：　　　　　　　　　　）

24

□行っている（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　）
□行っていない

25

□パンフレットを置いている
設置場所を具体的に：（　　　　　　　　　　　　　　　）
□カードを置いている
設置場所を具体的に：（　　　　　　　　　　　　　　　）
□自治体のホームページに掲載している
　掲載ページ：
　　□担当部署のページに掲載
　　□担当部署のページにバナーを貼っている
　　□その他　具体的に：（　　　　　　　　　　　　　）

26

□ある　　□ない

◇性暴力防止や被害者支援についての市民向けの取組みについてお聞きします

22－1　全職員向け「犯罪被害者等支援の手引き」はありますか。
⇒ある場合
22－2　性暴力の記述はありますか。
22－3　職員による二次被害の防止策の記載がありますか

犯罪被害者等支援に性暴力が含まれていることを市民に周知していますか。（複数回答可）

性暴力被害者の相談支援に関わる担当者の研修を行っていますか。

東京都が「性犯罪・性暴力被害者ワンストップ支援事業」として助成している「性暴力救援セン
ター・東京（ＳＡＲＣ東京）」についての周知はどのように行っていますか。（複数回答可）

男女平等の推進に関する計画策定の際に行う実態調査(市民アンケート）で性暴力（ＤＶを除く）に
ついての質問がありますか。
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□防止について計画にある　　□防止について条例にある
□禁止について計画にある　　□禁止について条例にある
□被害者相談について計画にある　　□被害者相談について条例にある
□被害者支援について計画にある　　□被害者支援について条例にある
□そのほかの記述がある　具体的に:(　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□記述がない

28

小学校　全小学校数（　　　　　　校）
□実施校　　　校　　□実施予定（　　　　年　　月、　　　校）
□実施していない

中学校　全中学校数（　　　　　　校）
□実施校　　　校　　□実施予定（　　　　年　　月　　　　校）
□実施していない

29

□行っている
具体的に：（　　　　　　　　　　　　　　）
□行っていない

30

配布、設置しているカード
□ＤＶ　　□セクシュアル・ハラスメント　　□性暴力

設置場所
□庁内の担当部署窓口　　□公共施設　具体的に：（　　　　　　　　　　　　　）
□市庁舎のトイレ　　□各公共施設のトイレ　　□中学校のトイレ
□自治体内の高校のトイレ　　□自治体内の大学のトイレ　　□自治体内の病院
□自治体内の駅のトイレ
□自治体内の事業者〈薬局など〉具体的に：（　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他　具体的に：（　　　　　　　　　　　　　　　）
□設置していない

◆セクシュアル・ハラスメント、ＤＶ、性暴力など女性への暴力全般について

男女平等の推進に関連する条例や計画に性暴力についての記述はありますか。（複数回答可）  

公立（区立・市立）小・中学校において助産師や保健師、産婦人科医など専門職または民間団体を
招いての性教育を実施していますか。

子どもへの性暴力被害についての取組みを行っていますか（声かけや露出等の被害にあった子ども
を含む）。

セクシュアル・ハラスメントやＤＶ、性暴力に関する相談カードをどこに置いていますか。（複数
回答可）
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□行っている　具体的に：
(セクハラ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(ＤＶ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(性暴力：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□行っていない

32

□行っている　　□実施予定（　　　　年　　　月）
具体的に：
(防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□行っていない

□男女平等推進関連施策　　　　　　　（　　　　　　　千円）
□ＤＶ被害・母子自立関連施策　　　　（　　　　　　　千円）
□一般会計総予算額　　　　　　　　　（　　　　　　　千円）

お忙しいなか、ありがとうございました

最後に、男女平等推進に関する事業費を教えてください。　　(2019年度予算ベース)

セクシュアル・ハラスメント、ＤＶ、性暴力について、民間支援団体との連携を行っていますか。
(委託や指定管理による業務実施も含めて）

ここまでお尋ねしたこと以外に、女性への暴力に対して具体的な取り組みを行っていますか。


